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要旨   

木村塗装は木製品の最終什Lげあり，表面宜保護という欠かすことげ）できない役割を持つと同暗に，製品の設計に  

合った色，艶，テクスチニ1アなどを表現L，最適な塗装仕上げを選定する必要がある．ニぴ）木材塗装宣は伝統的なもの  

から現代的なものまで，木材樹種固有の特性や塗料の特性を生かした多種多彩なr木材塗装什上げ」がある．   

本研究では木材塗装凝術叫青幸暇供を臼的に，今日まで〝J木材塗装仕上げ〝）技術を体系化するとともに各稚塗装サン  

プルを製作し 塗装仕上げ〝）特徴，塗装丁程げ）事机 サンプル耐象などの技術情軸が手軽に検索欄覧できる「木材塗  

装仕上げデーー夕べー→ ス」を開発Lた・さらに1戸狛力ぺ所外のどこからも利用できるようにインタし¶ネットで公開し′ヒ  

1． はじめに   

木材塗装は木製品び）最終仕上げあり，表面び）保護とい  

う欠かすこと〝〕できない役割を持つと同時に，製品の設  

計に合った色，艶，テクスチェアなどを表現し，最適な  

塗装仕上げを選定する必要がある．こ♂）木材塗装には伝  

統的なものから現代的なも〔り去で，木材樹種固有跡牲卜′i三  

や塗料の特性を生かした多種多彩な「木材塗装仕上げ」  

がある．   

木材。木製品製造業においては多様化，個性化する牛  

清音び）二し「ズに対んここした製品間登が求められる内、重要  

なポイントである木材塗装は、幅広くレベルの高い技術  

が要求されているにもかかわらず，斗、況や従業員〝〕高齢  

化などに上り技術者が減少しそジ〕対応が難しノくなっごい  

る．また当軒でさま，木材塗装に関わる技術相談が年々増  

加する状況にあ畑 企業の製品開発や塗装技術叫Fl当首  

から r木材塗装仕上げ」などの捜術情報が求められてい  

る．   

本研究では木材塗装技術し′）情報提供を口約に，今日ま  

でぴ〕木材塗装仕上げ〃）技術を1本茶化するとともに、各種  

塗装サンプルを製作しノ，塗装什Lげぴ）特徴，塗装ー＿杜げ）  

事例，サンプル画像など≠技術情報が手終に検薮。閲覧  

できる「木材登漂訂L二げデーー夕べ、一ス」を憫発しノた．さ  

〔Jに 所内や所外のどこからも利用できる上うにイン  

クー一ネットで公開したので報許すむ  

2． 方法   

2．1木材塗装仕上げの体系化   

コ所で開発蓄積してきた技術や 一般的な技術資料＝㌦ト  

をヰ）とに，在地特有の木材塗装仕⊥げから一般的な木材  

塗装仕上げ去で〝〕木材塗装什上げぴ）体系をデーー夕べー爪ス  

れ／」TF■′－け十丁黎モ里令室百1た一   

2．2 デ仙タベースの構築   

2．1で整理分類した木材塗装仕卜げを≠、とに，個々〝〕塗  

装仕上げ〝〕特徴，塗装Ⅵ用途，塗装に合った素地材の選  

定，塗装1二程げ〕事例などの技術情報を資料化し，インタ  

ーネット公開を条件とした木材塗装什上げデーー夕べ－ス  

を設計Lた．   

2・3木材塗装仕上げサンプル製作とデジタル資料化   

デーー夕べし一スに必要な木材塗装仕上げサンプルを41稚  

穎1耶点製作した．デジタルカメラや分光測色計，パソコ  

ンを用い〔，サンプル画像及び色彩デ」一夕などをデジタ  

ル資料化しノた．塗装Ⅰ二枝幸例では，塗装のホイントをよ  

り解りやすく伝えるために代表的な塗装］二程のイ乍業を動  

画撮岩し，動画編集を行い映像化した．   

2．4鮎b上でのデwタベ山スの公開   

構築Lた木材塗装仕上げデータベースだけでなく聞込  
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の某礎知識的な技術情拙≠）盛込み，それJ〕を編集構成し 

て木材塗装仕1二げ技術情報を発信する帖hサイトを制作し 

た．ニれを、片センターーホ」一ムぺ、一ジより公開した  

3．結果   

3．1木材塗装仕上げの体系化   

丁止山一ユに木材塗装仕上げの体系を示す．今日までぴ〕木  

材塗装仕上二げを当所で開発蓄礎Lてきた抜術ヤ一般的な  

技術資料などから4分類4j権鮒こ整理分類した．   

透明塗装仕上げは素地〝）木理，模様を塗膜を通しノて  

はっきり見ることが出来る仕上げである．木地仕上げ，  

白木仕上げ，一般ステイン着色仕出デなどげ）木材樹種の  

特徴を生かした車〕げ）が多く，人γの製品の表面仕上二げ：ご、  

この透明塗装仕上げ、Fある．  

半透明塗装仕上二げは木目がぼ′′しやり与1える仕上げであ  

る㌧顔料系のステイン着色剤を使／ノたパステル調仕上げ  

やバーー／レ粉を仕ったパ、一′し仕上げなどを入れた   

イニ透明塗装仕上げはエナメル塗料が塗布され木F］が見  

えない仕上げである．二エナメルオーーフン仕上げ，漆調ナ  

ナメノレ仕上げなどを入れた   

加飾塗装仕上げは不透明塗潔仕J二げをベーースにLて金  

属粉，パ」りしノ粉などLり加飾材料や昭殊塗料を使／〕て表面  

巻膜にさまざまな変化を持たせた仕卜げである．メタ  

リッタ仕L二げ，クラッキン グ什上げなどを入れた．   

3．2 木材塗装仕上げサンプルの製作   

木材塗装什l二げ〔7ナウ‾ンプル製作は，使川木材の人手及  

びサンプルサイズに加1し，塗装材料碓びに塗装工程の  

資料化を平行に進ぜ）ながら 塗装サンプルを41種l（j7点製  

作した．   

3．3 データベースの構築   

T～jt）1〔う2に塗装仕上げデータ♂〕項目分けと項目名を示す．  

インターネットで簡単にワ一く必要な情報が検せ汗1能な設  

計を条件に，企業の開発担当者や塗装技術者が現場で製  

品開発時に利川する技術情報として，一つの塗装仕上げ  

を構成する項ロを挙げた．ユー几ザにとって必要な情報を  

簡単に肘＝すことができるように類似する情報を整理し，  

デー1夕べーースを構築Lた．   

3．3．1紺ebサイトの構造設計と構成  

11ab】e3にコンテンツ♂〕二役割とタイトルを′Jミす．wet）上で  

公開する木材塗装仕上げデ」1夕べ－一スのサイトでは，効  

果的な情報提供の仕組みを考慮してサイト設計を行った．  

主な内容として，木材塗装仕上げの形成状態や光沢を画  

像や動個を用いて解説した技術紹介，ユー－－ザの必要に応  

じてデー¶タ検束が行える他に，木材塗装に関する川語解  

説集，塗装技術に関連する機関／、＼のリンク，デ」一夕ベゝ→  

スグ）構築と粧車サイト構築にあたって利用しノた技術質料や  

協力者情鈍け）紹介，二〝）他に組織リンクを設けた．  

Tab！e2 塗装仕上げデ】タの項目分けと項目名  

Tabきel木材塗装仕上げの分類  

透明塗装仕上げ  生地仕上げ  
白木仕上げ  
オイルフィニッシュ仕上げ  

一般ステイン驚色仕上げ  
ケヤキの漆民芸調仕上げ  
ナラのカントリ叩頭仕上げ  
カバの民芸調仕上げ  

スギの民芸調仕上げ  
アンティーク仕上げ  
時代塗り仕上げ  
スギの時代塗り仕上げ  
埋もれ木調仕上げ  
スギの神代色仕上げ  
アンモニアスモーク仕上げ  

焼き仕上げ  
キリのヤシヤとの粉着色仕上≡デ  
カラフルな染色塗装仕上げ  
透明漆調仕上げ  

柿渋潜色仕上げ  
飽い壌ふトトトド  

高圧水蒸気処理潜色仕上げ   

半透明塗装仕上げ パステル仕上げ  
パ】ル仕上げ  

不透明塗装仕上げ エナメルオープン仕上げ  

杉綾塗り仕上げ  
エナメル仕上げ  
不透明漆調仕上げ  

加餅塗装仕上げ  メタリック仕上げ  

アルミプレ…ク仕上げ  
ハンマー…ト…ン仕上げ  
バ…ルトーン仕上げ  

虹彩パールトーン仕上げ  
クラッキング塗装仕上げ（ヒビ割れ塗装仕上  

げ）  

チリメン塗装仕上げ  

結晶塗装仕上げ  
レザートーン塗装仕上げ  

サテントーン塗装仕上げ  
スエード調塗装仕上げ  
ストーン調塗装仕上げ  

多彩塗装仕上げ（マルチカラー仕上げ）  
マ仙ブル＝巨伽卜仕上げ（大理石塗装仕上げ）  

塗装仕上げ  レコい－ドNo．／仕上げ名／サブ仕上げ名／仕上   

の基本項目  げ分類／色表示：L＊a＊b＊．HVC／鏡面光沢度／  

詳細写真   

塗装仕上げ  塗装仕上げの用途／塗装の特徴／塗装のポイ   

の特性項目  ント／主要塗装資材／全体写真   

塗装仕上げ  

素地材に関  素地村名／素地写真／素地の木材分類／気乾   

する項目  比重／素地の特徴／その他の適用材   
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T8bie3 コンテンツの役割とタイトル  

Webサイトナビゲ】ション  

タイトル   

技術資料   木材塗装仕上げについて  

円木材塗装仕上げ  

】木材塗装の基本工程  

・木材用塗料  

・塗膜の形成状態  

・塗膜の光沢   

テ1タ検索  木材塗装仕上げデータ検索  

】木地樹種リスト   

関連資料   用語集  

リンク  

このサイトについて   

その他   日田産業工芸試験所  

大分県産業科学技術センター  

3．3．2Webサイトデザイン   

Fig．1に木材塗装仕1二げデータベースの表紙とデータ検  

索の流れを示す。木材塗装什卜げの検索ペー】→ジにて2通  

りの選択ができる．［選択j］では，仕上げ名の手人力，  

塗装分類の選択去たは41種類の仕上げ名からの選択，素  

地材，川途からの選択などのカテゴリーによる検索がで  

きる．［選択2］では必要に応じて検索のタイプ選択がで  

きるようにした．検索結果については該当するレコード  

の件数→個々の詳細な塗装デ」→タを表示→詳細デー→タに  

ある画像の拡大表示といった一連の流れを持つ。   

Fig．2に木材塗装車二日ヂの塗装技術情報を示す．塗装仕  

L二げの特徴，木材塗装の基本⊥程（サイトでは動画を含  

む），木材用塗料などの技術情報ページがある．  

4 まとめ   

開発した木材塗装什上二げデ・Ⅳ一夕ベースは，製品開発の  

ための塗装仕上げの選定資料，新しい感覚の塗装仕上げ  

を創造するソースとして，二つの資料公開の方法を設け  

た．   

一つは，木材塗装仕上げデー→夕べ」1スをインタ」「ネッ  

トl二に公開し（http：／ノ／www．ojta‡、i．go．、jp），企業の  

開発担当者や塗装技術者，一般ユーザがいノ〕でも利用で  

きるよう技術情報の共有化を図った．   

もう一つは，実際に木材塗装仕上げサンプルを手に取  

り塗装状態を確認できるように当所にサンプルを収納す  

るボックス及び基本塗装工程で塗装を施したア」→ムチェ  

アを設置した．当所では，使用した塗料や塗料の入手先  

Fig，1木材塗装仕上げデータベースの表紙  
とデータ検索の流れ   
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などC／刃吉報提供も吋経とした．Fig∴うに塗装サンプル収納  

ボックスとアーームチェアし一を示す  

ネ＝鳶成一i17山′ノ山   

緻り方拭けす汀㌢∵㌢ ス  

Fig＿3 塗装サンプル収納ボックスとアームチェアー  
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Fig，2 木材塗装仕上げの塗装緩衝情報  
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